










坂井義人 (モンゴル国立天文台評議員 ) 
 
1、はじめに  
  かねてより懸案が続いたモンゴル国・宇宙科学館は、本年 (2014 年 ) 6 月 2 日、
十年の年月を経て漸く完成を見た。モンゴル国初のプラネタリウム投影機を備え、
アジア二番目の宇宙飛行士 G・グラグチュア氏 (ソビエト時代のサリュート 6 号搭
乗 )を顕彰した本格的科学館としてスタートした日となったのだった。  
  筆者は宇宙会誌第 25 号 (2013 年 7 月、P.30) に、当時の進捗経過を報告したが、
多少悲観めいた内容は杞憂に終わり、今般その全てが達成され、モンゴル国宇宙
科学館完成は社会主義圏を脱した二十年の邂逅とともに、この分野に於ける国際























を極め、2014 年 6 月 2 日のプラネタリウム科学館は落成となった。  











から 5 はこの三年間を物語る経過である。また写真 6 はモンゴル国立大学より、
筆者に送られた名誉博士号受領式当日のものである。  
 
   
写真 1 モンゴル国提供の投影機調整    写真 2 向井千秋元飛行士 (右 )  モンゴル一行  
  2011 年 11 月 2 日 月光天文台にて    2011 年 12 月 6 日  つくば JAXA 本部  
   
写真 3 グラグチュア氏と毛利衛館長     写真 4 三鷹市国立天文台懇談会参加者  
   2011 年 12 月 7 日  日本未来科学館     2011 年 12 月 8 日  三鷹市国立天文台  
    
     写真 5 オイスカ施設より椅子搬出     写真 6 坂井義人名誉博士受領式  












   
    写真 7  モンゴル宇宙科学館全景    写真 8 宇宙科学館開所式典  
     
写真 9 旧ソビエト・サリュート宇宙船       写真 10 プラネタリウム三階投影室  
                        
2014 年 5 月 23 日より写真 10 の如くの中型プラネタリウム設置に、筆者を筆頭
















































     
 写真 11  投影機設置チーム                写真 12 トグトフ君とアーギー君  
 












       




































































流 220 ボルトを供給している。勿論日本から持ち込んだ機材に対しては、100 ボ
ルト変圧装置が必要な事は、自明の理である。これも当初から申し越してあり、
また 2012 年秋の渡航の時にも周到に説明をし、変圧装置の用意を申し入れてお
















































































































    

































★★★★★★★   ここより  はじまる ★★★★★★★★  
 
     
 写真 17  褒章受賞者 (  中央・坂井義人その他 )      写真 18  坂井義雄遺影  
 
 参考文献  (プラネタリウム建設関係・坂井義人投稿 ) 
・「モンゴル国にプラネタリウムを」    京都大学・宇宙会会報 22 号 P.45 
・「モンゴル国・ニンジバダガル先生の訃報」京都大学・宇宙会会報 23 号 P.57 
・「モンゴル国プラネタリウム建設の続報」  京都大学・宇宙会会報 25 号 P.30 
・「追悼  モンゴルに逝く・梅木昭二氏」   京都大学・宇宙会会報 25 号 P.39 
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